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　われわれ（松島、宮地、三沢）は第一報に於いて、幼

児の乗り物酔いに関する疫学的考察と、その発生の条件

に就いて研究してきたが、今回は乗り物酔いの原因の分

析と治療に関する研究の一環として乗り物酔いのある幼

児に対する心電図的考察と、その薬物療法に就いての検

討を試みたのでその結果をまとめてみた。

2。　研究対象およぴ研究方法

　（1）研究対象

　第一報に於ける対象児の中で乗り物酔いがあると認め

られた幼児70例と乗り物酔いを主訴として愛育病院小児

科外来を訪れた幼児33例を加え合計103例（男児51例、

女児52例）を本研究の対象例とした。又対照例として乗

り物酔いの全くない健康な幼児50例（男子27例、女児23

例）を、愛育病院で出生しその後保健指導部で健康相談

を受けていたものの中から選び、年令は共に5才より7

才までの間とした。

　（2）研究方法

　昭和41年2月上旬より4月下旬迄の間に対象児103例

を乗り物酔いの程度によつて毎回ひどく酔うもの30例、

時々酔うもの53例、たまに酔うもの20例に分け、対照例

50例と共に心電図（Lπ、皿、aVFの四誘導）を安静

時の臥位と起立10分後の立位の状態でとり、同時に脈縛

と血圧の測定をも実施した。そして今回の研究では心電

図的に起立性循環障害症（以下0、D．と略記する）の認

められた幼児に対して薬物療法を試みたる即ち0．玖の

治療薬であるカルニゲソ錠又はニホチール錠を約2ヵ月

間投与し、その2カ月後の治療経過と効果を観察し、又

一年後の遠隔成績をも併せて観察した。治療に関しての

薬物投与群と対照群は次の条件によつて決定した。即ち

乗り物酔いが毎回ひどくあるもの又は時々ではあるがか

なりひどいもので心電図的にO・獄の所見を認めたもの

39例中19例はエホチール投与群、15例はカル晶ゲソ投与

群とした。残りの5例と乗り物酔いが比較的強い割合に

心電図的にO・D・の所見が認められなかつたもの15例を

選び併せて計20例を対照群とした。薬物の投与方法はエ

ホチール錠又はカル昌ゲン錠を1日最2錠宛とし、2カr

月間連続服用させ、その後に於ける治療の効果に就いて

検討を加えた。

　（8）研究成績

　（1）対象児103例に就いて乗り物酔いの程度について

検討を試みてまとめたのが第1表である。

　即ち毎回酔うものは103例中30例（29．工％）、時々酔う

もの53例（51．5％）、稀に酔うもの20例（19，5％）であ

つた。それを更に男女別に分けてみると、毎回酔う群で

壱ま男児でをま21．6％、　女児で尋ま36．5％、　時々酔う群でをま男・

児56．8％、女児46，2％、稀に酔う群では男児21．6％、女』

児17。3％であつた。以上の結果より乗り物酔いの程度と

男女差には今回の調査に於いては統計的に有意差を認め

ることはできなかつたが、毎回酔うものの中には女児の

方が多い傾向を示していた。

第1表　乗り物酔いの程度
Table工．Degree　of　M，S．

男δ
人数

％

毎回酔う時々酔う
も　　のも　　の
Every　SQme・
time　　times

まれに酔　　計
うもの
Rare　　To七aI

H名 29名 11名 5里名

2L6％　56，8％　2互．6％　夏00，0％

女♀
人数 更9名　　24名 9名 52名…

％　36・5％　46・2％　17・3％　LOO，O％r

計　　人数　　　30名　　　53名

To訟1　　　％　29，1％　5i．5％

2〔）名 103名

19．5鬼　100．0％

P＞0．5

　（2）乗り物酔いの程度と両親の低血圧との関係

　従来より乗り物酔いのあるものの家族には比較的高率

に乗り物酔いがあることを認めているが（三沢氏1，）われ

われは遺伝的な要因の一つとして両親の低血圧の有無を
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検討してみた。これをまとめたのが第2表である。毎回

酔うもの30例中に両親共に低血圧のもの2例、両親の何

れかに低血圧を認めたもの9例で計11名（36．7％）に認め

られた。時々酔うもの53例中には両親共に低血圧のもの

はなく両親の何れかに其れを認められたもの14例（26，4

％〉であつた。稀に酔うものの群では20例中に両親共に

低血圧のものはなく、両親の何れかに其れを認めたもの

は4例（20％）であつた。しかし乗り物酔いのない健康

な対照例50名の幼児の両親に於いても、両親共に低血圧

のあるもの1例、両親の何れかに低血圧のあるもの8例

もあり計9例（18％）に認められた。この結果より、乗

り物酔いと両親の低血圧との関係は、統計的に有意の差

は認められないが傾向としては乗り物酔いの強い幼児の

両親に低血圧が多い傾向が認められた◇

第2表　乗り物酔いと両親の低血圧との関係
Table　2．　ChiLd・s　M・S，and　Parents・】ヨ［ypo－blood餉pressure

毎回酔うもの
　　30名
Every　time

時々酔うもの
　　53名
Some・times

まれに酔うもの　乗り物酔いのな
　　20名　　　いもの　　50名
　　Rare　　　　　　　　None

父親に低血圧のある
もの
Seen　in　Father

5名

16，6％

6名

11．3％

2名

10．o％

3名

6．O％

母親に低血圧のある
もの
Seen　in　Mother

4名

皇3．3落

8名

！5．1％

2名

10，0％

5名

・10，0％

両親に低血圧のある
もの　　　Seenin
Father＆Mother

2名

6．6％

0 O 1名

2．o％

計　Tota1
H名

36．7％

14名

26．4％

4名

20，0％

9名

18，0％

計
Tota1

　止53名

i6名

1Q．5％

K9名

12。4％

3名

1．9％

38名

24．8％

0。1くPくQ．25

　（3）乗、り物酔いと心電図所見との関係

　乗り物酔いのある幼児103例と乗り物酔いの全く認め

られない健康な幼児50例に対して、安静時の臥位の心電

図と、起立10分後の心電図をとつてまとめたのが第3表

である。これを検討すると、103例中42例（40。8％）に

O．D、の所見を認めたのに対して、対照群では50例中7例

（14％）にしか認められなかつた。これは統計的に1％

以内のレベルに於いて有意差のあることを認めた。これ

を更に乗り物酔いの程度によつて検討を加えると、毎阿

酔うもの30名中19名（63．3％）にOD・を認め、時々酔

う群では53名中20名（37．7％）に、稀に酔うものの群で

は20名中僅かに3名（15．0％）に0．D，の所見を認めた。

この結果は明らかに乗り物酔いの強い幼児に0．D．の所

見の多いことが認められた。これは統計的にも1％以内

のレベルに於いて有意差のあることを認めた。

　この結果より乗り物酔いのある幼児にはO・D・の所見

第3表　乗り物酔いと心電図所見（O・D・）との関係

Table3．MS　and　E．K．G．

対　　照　　例

Controユgraup

毎回酔うもの　時々酔うもの
　　30名　　　　　53名
Every　time　　Some－times

まれに酔うもの
　　20名
　　Rare

計Tota1
垂03名

男　8
人数

％

8名

26．6％

8名

L5．夏％

1名

5．O％

25名

16．5％

女　♀
人数

％

n名

36．7％

12名

22．6％

2名

10．O％

25名

24．3％

計． 人数
Tota1
　　　％、

皇9名

63．3％

20名

37．7％

3名

L5．o％

42名

如．8％

乗り物酔いのない
健康児　　50名・
1｛ealthy　children

with　outM・S

男　δ
人数

％

3名

6．0％

女　♀
人数

％

4名

8．0％

　　　人数　計Tota1

　　　％

7名

14．o％
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を認めるものが多く、又乗り物酔いの強い幼児程O工）兜の

多いことが確められ、O，nが乗り物酔いの一つの要因に

なり得ることが認められた。

　（4）乗り物酔いの治療

　従来より乗り物酔いに対する治療は歴史的に色々試み

られ、古典的治療としてはStarkenstein21によつて詳

細に紹介されている。現在では主に抗ヒスタミン剤及び

各種のトランキライザーが用いられているが、これらの

薬剤はあくまで一時的な効果しか期待できない。その他

長谷川氏31による重曹注射療法等もあるが、これもあく

迄予防的な効果にとどまるものである。われわれは今回

乗り物酔いのある幼児に0，D、の所見の多いことから、

その原因的治療の試みとしてO，D，の治療剤であるカル

晶ゲン又はエホチールを約2ヵ月聞投与した。その治療

成績をまとめたのが第4表である。

第5表　薬物使用の効果（心電図所見の改善）

Table5　Drugs’ E疲ects　for　EK，G。

計
Tota1

カルニゲソ使用群

Camigen

】2名 3名 監5名

80．O％　20，0％　100，0％

エホチール使用群

Efforti1

L3名 6名 王9名

68．4％　3L，6％’正00．0％

対　　照　　群

Control　group

L名 5名 6名

16．7％　83．3％　100，0％
　　口

第4表　薬物使用の効果（乗り物酔いの改善）
Table4　Drugs’Effect　fQr　M・S．

琴鵬盤くなつ不変増悪計
（鰯）（霧）（鰯）W・rseT・ta1

カルニゲソ使用群　　　4名　　　9名　　　2名　　Q　　　15名

幅8。n26・6％60・L％L3・3％　一　IOO・O％

エホチー
ノ嘆用群　0　夏4名　5名　0　正9名
駈。rti1　－　73・7％26・3％　一　100・0％

対照例 0 5名　　　　13名　　　　2名　　　　20名

Contro1　－　25，0％65．O％亘Q．0％夏00．Q％

0，01＜P〈O．OO5

　カルニゲン使用群では非常によくなつたと思われるも

の（著効例）ユ5例中4例（26．6％）、よくなつたもの（有

効例）9例（60，1％）、不変例2例（13．3％）で増悪例

は真例も認めなかつた。エホチール使馬群では、著効例

なく、有効例19例中14例（73．7％）、不変例5例（26．3

％） で増悪例は1例も認めず薬剤による副作用も認めら

れなかつた。対照例では著効例1例もなく、有効例20例

中5例（蛎，0％）に見られ、不変のもの13例（65．0％）、

増悪し一たもの2例（10．0％）に見られた。この薬物使用

による効果も統計的に1％以内のレベルに於いて有意養

を認めた。

　以上の結果は幼児の乗り物酔いに対する効果を母親の

観察した所見を中心にまとめたものであるがザ次に心電
　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
図的に薬物の効果があつたかどうかに就いて検討を試み

てまとめたのが第5表である。カルニゲン使用群では15

例中12例（80，0％）に心電図的に改善され、 不変のもの

は3例（20．0％）であつた。エホチール使用群では改善

されたもの19例中13例（68．4％）で、不変のもの6例

（31，6％）であつた。対照群では心電図的に追跡できた

もの6例中1例（16．7％）は改善され、5例は改善され

なかつた。これは対照例の症例が少ないために統計的に

は論ぜられなかつた。

　（5〉乗り物酔いの遠隔成績

　次に対象児103例中愛育病院で出生し、以後同病院保

健指導部で定期的に保健指導を受けていた70例（男子37

例、女子33例）について別表の如きアンケート周紙と面

接を求めて、1年後の遠隔成毅をまとめたのが第6表で

ある。乗り物酔いがよくなつたもの70例中33例（47．1％）

で不変例（再発例をも含む）20例（28．6％）、増悪したも

の2例（2，9％）、回答の得られなかつたもの15例（21．4

％）であつた。更にこれを乗り物酔いの程度によつてま

とめたのが第7表である。

　毎回酔う群では19例中7例（36，8％）がよくなり、7

例（36．8％）が不変例で、増悪例1例（5．4％）、 回答の

得られなかつたもの4例（21，0％）であつた。時々酔う

ものでは39例中18例（46．2％）が好転し、13例（33．3％）

が不変例で増悪例は1例（2．6％）で、回答の得られな

かつたもの7例（17，9％）であつた。稀に酔うものでは

12例中8例（66．7％）が好転し、回答の得られなかつた

のは4例（33．3％）であつたo

第6表乗り物酔いの遠隔成織
Table6，　E任ects　after　l　year

藍濫i繍窯計

追跡出釆た’
人数
No　of
FQllowed－
up

33名　　20名

47．1％28．6％

ト

2名

2．9％

　15名

21．4％

Tota旦

70名

100，0％

蟹貨7需・
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第7表　乗り物酔いの程度と遠隔成績との関係
Table7，M・S　Degree　after夏year　of　medicat正Qn

よくなつ
もの
etter

不　変

±
Worse
増悪回答なし　計
　　　No
　　　answer

TotaI

毎回酔う
のEvery

ime

　7名
6．8％

　7名
6．8％

　L名

．4％

　4名
1．o％

　19名

oo．o％

時々酔う
のSometimeまれに酔うもの　Rare 　18名

6．2％

8名

6．7％

　夏3名

3．3％

0　一

　1名

．6％

0『

　7名
7．9％

4名

3．3％

　39名

OO．0％

　一
L2名

00．0％

　以上の結果より乗り物酔いの軽いものほど治癒の傾向

の強いことを示していた。

　（6）薬物療法の遠隔成績

　次にカルニゲン錠及びエホチール錠を使用した症例の

還隔成績をまとめたのが第8表である。カルニゲン使用

群では15例中8例（53．3％）に乗り物酔いがよくなり、

不変例7例（46．7％）で増悪例はなかつた。エホチール

使用群では19例中9例（47，4％）が乗り物酔いがよくな

り、不変例8例（42．1％）、増悪例2例（10，5％）であ

つた。しかし、 対照例でも20例中6例（30，0％）に乗り

物酔いの好転したのを認めたので・薬物使用群と対照群

の間には統計的に有意差を認めなかつた。なお遠隔成績

の不変群の中には再発例も含めておいた。

第8表　薬剤を使用した症例34例の還隔成績
Table8．E∬ect　after　l　year（usi訟g　drug）

別表’

　　　　乗り物酔いの経過調査表

Table　tQ　Research　the　Candltion　of　M6

　　　　　　　　　　　　　　　　男
　　お子さんの名前女
　記入年月日　　　　　　年　　月　　・日

　生年月日　　　　　年　　月　　日
　乗り物酔いのその後の様子を知りたいと思いますの

で次の項目にお答え下さい（あてはまる所に○をつけ

て下さい）

①その後のりもの酔いの工合はどうですか

　イ）完全によくなつた

　ロ）よくなつた

　ハ）変らない

　二）悪くなつた

②薬（カルニゲソ又はエホチール）をのんだお子さん

　はその後工合はいかがですか

　イ）薬が非常によく効いた

　ロ）効いたように思う

　ノ、）効果がはつきりしない

　昌）きかなかつた

③面接時の所見

灘つ不変増悪魁管なし計
Better　±　Worse　a隠swer　Tota1

3．考 按

カルニゲ　　ε名　　7名　　0
ソ使用群
Caτni6。n53・3％46・7％　一

0 L5名

一　100．o％

エホチー　　9名　　8名　　　2名　　0　　　19名
ル使用群
E丘。rti147・4％42・1％正0・5％　一　1QO・0％

対照群　　　6名　　8名　　3名　　3名　　20名

Co駄troL30，0　40，0％15．O％15．0％100．0％

従来から幼児の乗り物酔いは少ないものと考えられ、

それに関する報告や研究は文献的にも少ないようであ

るの。然し、現実には、われわれ小児保健にたずさわる

ものは屡々幼児の乗り物酔いに遭遇する場合が多いもの

である。松島等5，はその点を指摘し、その調査の結果、

幼児の乗り物酔いが相当に多いということを認め、その

疫学的考察及び発生条件に関する詳細な報告をしてい

る。然しながらその発生原因に関しては古くか1ら諸家の

説に見られるように環境的因子（動揺・気圧等）非迷路

性因子（嗅覚、視覚等によるもの）心理的因子、r自律神

経失調によるもの等があげられているが、これ等の研究

は主に成人に関するものが多く・幼児に関する研究は殆

んどなされていない。僅かに遠城寺氏等ωが学童につい

ての研究で自律神経失調症の一症状としての起立性循環

障害のあるものに乗り物酔いの多いことを指摘している

に過ぎない。我々もこの点に注目し、乗物酔いのある幼

児について心電図的にO．D，を発見し、乗物酔いと0，D．

との関係を追跡し、併せてその治療的考察をも試みた。

第3表に示すように、乗り物酔いのある幼児には心電図
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的に40．8％の高率にOD．を発見し、これは稀に酔うも

の15，0％及び、乗り物酔いのない健康児の14．0％に比し

て明らかに統計的にも0，5％以内のレペルに於いて有意

の差を認めた。従つてO・D．のある児に乗り物酔いが多

く、又乗り物酔いの強い子にO、D．の多いことが認められ

O・D・が乗り物酔いの1つの要因であることが認められた・

この琳よりわれわれは従来、O，Dの治療薬として認めら

れていたカルニゲン錠及びエホチール錠を投与して乗り

物酔いの治療を試みた。第4衷はそり結果をまとめたも

のであるが、カルニゲン使用群では効果のあつたもの86

，7％の高率を示し、エホチール使用群でも73，7％の効果

を認めた。この結果は対照群の治癒率25．0％に比べ七統

計的にも有意の差のあることを認めた。しかしこの治癒

成績は先に小児起立性調節障害研究班の治療成績7トにも

見られたように発表者にまつて乗り物酔いの効果成績は

異なる結果を示しているので将来更に多くの症例に就い

て検討を加えるべき問題と思われる。次に薬物の効果が

心電図所見に及ぼした成績をまとめたのが第5衷である。

カルユゲソ使用群では改善されたもの15例中12例（80，0

％）、エホチール使用群では19例中13例（68．4％）に改善

が認められた。対照群では2ヵ月後に心電図の再検をし

たものが僅かに6例であつたため、その効果を云々する

ことは差し控えねばならないものと思われた。次に対象

児103名中、愛育病院で生れ、以後同病院保健指導部で定

期的に保健指導を受けていた70例（男子37例、女子33例）

について別表の如きアソケート用紙と面接を求めその遠

隔成績をまとめたのが第6表、第7表、第8表である。

追跡を試みながら最後に回答の得られなかつたのが15名

であつたが、一応70例中33例（47．1％）に乗り物酔いが

なくなり、不変例（再発例も含む）20例（28，6％）、増

悪例は2例（2．9％）であつた。上記の成績を乗り物酔

いの程度によつてまとめたのが第7表である。これによ

ると稀に酔うものでは12例中8例（66．7％）がよくなり

毎回酔う群では19例中7例（36．8％）がよくなつてい

た。この結果より乗り物酔いは程度の軽いものほど治癒

の傾向が高いことが認められた。次に薬剤を使用した症

例34例の遠隔成績をまとめたのが第8表である。カルニ

ゲソ使用例では15例中8例（53，3％）がよくなり、不変

例（再発例も含む）7例（46．7％）で、増悪したものは

1例もなかつた。エホチール使用群では、19例中9例

（47．4％）がよくなり不変例8例（42．1％）、増悪例2

例（10，5％）という成績であつた。しかし対照群に於い

ても乗り物酔いのよくなつたものが20例中6例（30．0％）

もあるので、薬物使用群との間には統計的に有意の差は

認められなかつたが、対照群の中には比較的乗り物酔い

の軽度のものが多く含まれていたことも考慮に入れる必

要がある。とに角従来、乗り物酔いの治療というものは

対症的な治療が多く、その効果の発現も服用期間中とい

う短期間のものが多かつた。その点心電図的に0』D，症

状を伴つた幼児の乗り物酔いの場合には約半数近くの者

にカル晶ゲソ錠及びエホチール錠が約1年後も治療効果

があつたということは相当意義があり、乗り物酔いの治

療薬として試むべきものと思われる。

4．結 論

　1）幼児の乗り物酔いの原因的研究の一環として乗り

物酔いのある幼児103例（男児51例、女児52例）と乗り

物酔いの全く認められな健康児50例（男児27例、女児23

例）に対して安静時臥位と起立10分後の心電図をとつた

結果、乗り物酔いのある児に心電図的にO．D，の所見を

示すものを多く認めた。

　2）　心電図のO．D．所見は乗り物酔いの程度がひどい

群に多く見られ、これは総計的に有意差が認められた0

　3）O，D、所見を示した乗り物酔いのある幼児15例をカ

ル昌ゲソ使用群とし、19例をニホチール使用群とし、20

例を対照群として約2ヵ月後の治療効果を検討した所、

薬剤使用した群は対照群に比し有意の差をもつて乗り物

酔ヤ・カミ改善された。

　4）乗り物酔いのあつた103例中追跡のできた70例に

ついての一年後の遠隔成績では、対照群に比し有意差の

ある効果は認められなかつたが、、乗り物酔いの根本的治

療のない現在一つの原因的療法として試みられるべきも

のであると思われた。
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l) 

2) 

3) 

Study on the Children suffered from Motion･sickness 

II. E.C.G. Findings and the Effect of the Medical Treatment. 

Ryegor~ Sano, Tomiposuke Matsushima, Fumiko Miyaji, and Teiko Misawa 

High incidence of abnormal E.C.G. finding was shown in the cases of suffered group. (l03 pa-

tients, E.C.G, abnermal 42-40.8%, Control 14~)-

The sick children were ctired with high percentage by using "Effortil" or "Carnigen" for 2 

months. , 
The effect of this 2 drugs after I year show no significant difference eompareing with the con-

trel group, 
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